
 

 

［講演要旨］ 新収日本地震史料および拾遺のDB化とその検索システムの作成 
山中佳子（名古屋大学大学院環境学研究科） 

§1. はじめに 

古文書における地震調査はこれまでにもだいぶ蓄

積されている．特に宇佐美らによって収集された地震

に関する古文書は「新収日本地震史料」として2１巻，

「日本の歴史地震史料拾遺」として現時点で8 巻が刊

行されている．新収日本地震史料第 1 巻から 5 巻ま

ではほぼ年代順になっているが，補遺，続補遺はこ

れらの追加資料となっている．また日本の歴史地震

史料拾遺はその後収集されたものがある程度集まる

と刊行されているため，どの史料が収集されているか

はこれらをすべて確認しないとわからない状況になっ

ている．そのため史料収集に行ったときに新しい史料

かどうか簡単には確認できない．そこでこれらを検索

できるシステムを構築した． 

 

§2. データベースの構築 

 今回データベースにするのは以下の資料に載って

いる史料である． 

・武者金吉「日本地震史料」 

・震災豫防評議会「増訂大日本地震史料」 

・東京大学地震研究所編「新収日本地震史料」 

・宇佐美龍夫編「日本の歴史地震史料拾遺」 

これらの資料に載っている史料について，新収日

本地震史料の各史料の最初に書かれている項目を

エクセルで入力しデータベース化した．記入した項目

は，上記４種類の資料名，掲載ページ，和暦，西暦，

地震名，関連地名，史料名，史料の現在の所在，被

害を受けた場所，地震を感じた場所である．被害を受

けた場所や地震を感じた場所というのはわかりにくい

が，とにかく今回は元の資料に載っている項目すべ

てをそのまま入力した． 
 

§3. 「歴史地震史料検索システム」の構築 

上記で作成した史料データベースを用いて，様々

な項目で検索できるシステムを WEB 上に構築した． 

「歴史地震史料検索システム」のアドレスは 

http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/HistEQ/ 

である．現時点では上記で入力したすべての項目で

検索できるようにしているためわかりにくい項目もある．

それらについては今後検討する予定である． 

現在の検索画面を図１に示す．検索は AND 検索，

OR 検索が選べるようになっており，複数の項目を入

れることが可能である．例として西暦 1714 年で検索を

かけた結果を図２に示す．さらに検索結果の史料名

をクリックすると入力したすべての情報を見ることがで

きる．  

§4. 今後の課題 

今回我々は史料収集時の検索を意識して，これま

でに印刷物にされている 4 種類の資料情報をデータ

ベース化した．元史料までたどり着けるとより便利で

はあるが，著作権の問題等があるため，今回は史料

名検索のみとした． 

印刷物が発行された後も史料は見つかっている．そ

れらをどうやって追加していくか，今後検討が必要で

ある．さらに将来的には様々な研究者が発見した地

震史料も含めたデータベースの構築をする必要があ

る． 

また今回のデータベースはあくまで地震に関する情

報が載っていた史料の一覧であり，本来この裏には

地震に関する情報が載っていなかった膨大な史料が

ある．地震に関する情報がなかったという情報も重要

な情報であり，今後はそういった情報も残していく必

要があるだろう． 

 

 

図１．歴史地震史料検索システムの検索画面 

 

図２．検索結果例 
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